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本
市
の
財
政
状
況
は
、
将
来
に

向
け
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
平
成
26
年
度
の
重
点
施
策

に
「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
を
着

実
に
進
め
る
」
と
掲
げ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
が
行
わ
れ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
都
市
計
画
決

定
の
公
告
・
縦
覧
や
、
土
地
区

画
整
理
組
合
の
設
立
認
可
を
予

定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き

や
、
組
合
設
立
準
備
会
へ
の
補

助
金
の
支
出
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
予
算
編
成
の
基
本
方
針
の

冒
頭
で
、
圏
央
道
の
開
通
や
新

東
名
高
速
道
路
の
厚
木
南
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
に
触
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
平
塚
市

に
も
た
ら
す
影
響
を
過
剰
に
評

価
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
市
役
所
新
庁
舎
の
建

設
は
１
０
０
億
円
を
超
え
な
い

程
度
の
予
算
で
行
う
こ
と
で
議

会
は
承
認
し
た
が
、
今
定
例
会

で
も
建
設
費
は
増
額
補
正
さ

れ
、
当
初
の
予
定
を
は
る
か
に

上
回
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
も
一
歩
踏
み
出

高
橋
　
紀
英 

議
員

将
来
の
財
政
状
況
は

予
断
を
許
さ
ず

問　
平
塚
市
は
他
の
自
治
体
で

は
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
１
０
０

億
円
を
超
え
る
事
業
を
３
件
も

同
時
進
行
し
て
い
る
。
平
成
26

年
度
予
算
編
成
に
関
連
し
、
本

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
平
成
24
年
度

決
算
に
お
い
て
、
財
政
健
全
化

判
断
比
率
の
４
指
標
は
、
い
ず

れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
経
常
収
支
比

率
は
４
年
連
続
で
90
％
を
超
え

財
政
の
硬
直
化
が
見
ら
れ
る
。

鈴
木
　
亜
紀
子 

議
員

子
宮
頸
が
ん
予
防
に

か
か
わ
る
諸
課
題

問　
厚
生
労
働
省
は
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り

因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い
持

続
的
な
疼と

う
痛つ

う
が
特
異
的
に
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
接
種
の
積
極

的
な
勧
奨
を
６
月
か
ら
一
時
中

止
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
接

種
に
関
す
る
相
談
は
あ
っ
た
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
副
反
応

の
報
告
を
し
た
い
と
い
う
連
絡

や
、勧
奨
の
差
し
控
え
の
理
由
、

接
種
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

問　
接
種
を
行
う
医
療
機
関
は

市
内
に
62
か
所
も
あ
る
が
、
医

師
に
対
し
て
副
反
応
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
は
し
て
い
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
実
施
医

療
機
関
は
医
師
会
の
中
で
調
整

し
て
い
る
の
で
、
十
分
信
頼
が

お
け
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

問　
副
反
応
は
接
種
後
６
か
月

以
上
経
過
し
て
か
ら
発
症
す
る

方
も
い
る
た
め
、
因
果
関
係
を

把
握
す
る
の
は
難
し
い
。
大
和

市
な
ど
で
は
接
種
者
の
詳
細
な

調
査
を
行
っ
た
が
、
本
市
も
実

施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
厚
生
労

働
省
の
結
論
を
待
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
、
他
市
の
実
例
も

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問　
が
ん
検
診
へ
の
抵
抗
感
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
集
団
検
診

の
会
場
や
市
民
病
院
に
女
性
医

師
を
配
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

質総
問括
主な質問と答弁

12
月
定
例
会

無

所

属

無

所

属

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
市
民
病

院
で
は
対
応
を
考
慮
す
る
。
集

団
検
診
で
は
調
整
中
で
あ
る
。

問　
厚
生
労
働
省
の
結
論
が
出

る
ま
で
は
接
種
を
一
時
中
止
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
予
防
接

種
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
定
期

予
防
接
種
な
の
で
、
一
時
中
止

は
考
え
て
い
な
い
。

障
が
い
者
の
社
会
参
加

問　
平
塚
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
文
化
活
動
が
数
多
く
あ
る

が
、
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

は
あ
る
か
。

福
祉
部
長　
現
在
は
な
い
。
今

後
庁
内
で
連
携
し
て
検
討
す
る
。

問　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
の
派
遣
や
養
成
は
行
っ
て
い

る
か
。

福
祉
部
長　
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
指
導
者
の

登
録
制
度
を
創
設
し
て
確
保
を

図
り
、
派
遣
を
行
っ
て
い
く
。

し
た
ら
戻
れ
な
い
状
況
に
な

る
。先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
、

財
政
的
に
今
踏
み
出
し
て
も
大

丈
夫
な
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
財
政
規
律
と

い
う
点
で
は
十
分
注
意
を
払
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
人
や

企
業
に
選
ば
れ
る
自
治
体
を
目

指
す
努
力
は
必
要
で
あ
る
。
圏

央
道
を
は
じ
め
、
本
市
を
取
り

巻
く
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
変
化
に

応
じ
た
適
切
な
対
応
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
対
応
の

一
つ
と
し
て
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整

備
事
業
が
あ
る
。
厳
し
い
将
来

が
見
込
ま
れ
る
か
ら
こ
そ
、
今

備
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
、
市
長
の
考
え
の
一
つ

だ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
高
度
成
長
時
代
の
よ
う

な
右
肩
上
が
り
の
市
政
運
営
を

行
う
の
で
は
な
く
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
。

女
子
生
徒
の
飲
酒
増
加

問　
子
供
の
喫
煙
・
飲
酒
に
関

す
る
学
校
現
場
で
の
実
態
把
握

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
特
に

喫
煙
の
常
習
化
は
深
刻
だ
と
認

識
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
喫
煙
が

常
習
化
し
た
子
供
に
対
し
て

は
、
家
庭
と
学
校
が
し
っ
か
り

と
向
き
合
っ
て
、
状
況
を
改
善

し
て
い
く
よ
う
な
指
導
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
医
療
機
関
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
や
治
療
も
考
え
ら

れ
る
。
飲
酒
で
は
、
徐
々
に
女

子
生
徒
の
割
合
が
増
え
て
い
く

傾
向
を
把
握
し
て
い
る
。

　決算とは、予算を執行した結果、どのよ
うな成果を上げたかを示す成果報告です。
　市長から認定を求められた決算は、一般
会計・特別会計決算と病院事業決算の２議
案。昨年10月１日と２日に開催した決算特別
委員会でこれらを審査し、各決算とも全員
異議なく、認定すべきものと決定しました。
　12月定例会では、本会議初日に決算特別
委員会委員長が審査結果を報告し、その後
の採決では各決算とも全議員が賛成して認
定しました。

平成24年度決算
市議会が審査・認定

●病院事業
問　市民病院で国の方針より２年前倒しし
て平成24年度から導入した地方公営企業会
計の目的や経緯は。
答　早い段階で民間事業者の意識を持って
経営することが目的である。平成24年度は、
損益勘定に影響を与える引当金を計上して
も最終損益に大きな損失を出さない見込み
があったこと、財務会計の専門的な知識を
持つ職員がいたこと、市の監査委員からも
早期適用を勧められたことから実施した。
●一般会計・特別会計
問　交付金の交付に頼らない自立型の市政
運営を目指し、歳入・歳出でどのような工
夫をしたのか。
答　歳入については、高額滞納の整理など

で税収の増に努めた。自主財源の獲得の面
でネーミングライツ（命名権）を導入した。
歳出については、市職員の管理職手当の10
％カット、時間外手当の削減を実施し、人
件費が減少した。また、外部評価者による
事業仕分けを実施し、20事業を見直した。
問　市民と市長の対話集会で出た市民の意
見がどのように市の施策に反映されたか。
答　意見は、福祉、防災、環境などの分野
が多く、短期的に解決できるもの、中期的
なもの、長期的なものがあり、できるもの
から順次進めている。
問　自治会の加入に向けた促進活動として
どのような取り組みをしたのか。
答　転入時に加入を勧める案内の配布や、
開発による大規模な宅地分譲、集合住宅が
建てられる場合の開発協議の際、業者に対
して地域の自治会長との相談をお願いして

いる。また、平成24年度はごみ収集車に加
入促進の看板をつけたり、自治会が自主的
に加入促進活動をしたりした。
問　地産地消を促進するためのＰＲの取り
組みやその成果は。
答　平塚産農産物の
ＰＲキャラクター
「ベジ太」ののぼり
旗を製作し、市内の
スーパーや若手農業
者による販売会で活用している。また、地
場産品消費促進事業において、農協や漁協
に補助金を支出し、ＰＲ活動をしている。
問　平成24年度の競輪事業の収入が落ち込
んでいる理由は。
答　23年度は競輪界で一番大きなレースを
誘致し、売り上げと収支が上がったが、24
年度は誘致ができなかったためである。

　　審査の一部を紹介します

　　平成24年度決算の概要
●一般会計
歳 入 総 額 歳 出 総 額 実質収支額
880億1970万円 842億4113万円 36億4030万円

●特別会計（競輪事業、国民健康保険事業など）
歳 入 総 額 歳 出 総 額 実質収支額
753億6578万円 733億7476万円 19億1953万円

●病院事業
収　益 費　用 損　益

115億6597万円 116億6051万円 △9454万円

●一般会計　歳入

市税
　425億8016万円
　（48.4％）

国庫支出金
　151億9980万円
　（17.3％）

県支出金
　49億8599万円
　（5.7％）

諸収入
　47億9176万円
　（5.4％）

市債
　79億3220万円
　（9.0％）

繰越金
　39億1657万円
　（4.4％）

地方消費税交付金
　25億82万円
　（2.8％）

地方交付税
　17億9919万円
　（2.0％）

使用料及び手数料
　16億4580万円
　（1.9％）

地方譲与税･交付金
　13億2855万円
　（1.5％）

その他
　13億3886万円
　（1.5％）

歳入総額
880億
1970万円

●一般会計　歳出

歳出総額
842億
4113万円

民生費
　316億3661万円
　（37.6％）

衛生費
　140億3046万円
　（16.7％）

 総務費
94億259万円
 （11.2％）

土木費
　92億9893万円
　（11.0％）教育費

　72億6744万円
　（8.6％）

公債費
　49億3921万円
　（5.9％）

消防費
　30億3161万円
　（3.6％）

諸支出金
　15億9000万円
　（1.9％）

商工費
　13億8416万円
　（1.6％）

農林水産業費
　6億3398万円
　（0.8％）

議会費
　5億3248万円
　（0.6％）労働費

　4億9366万円
　（0.6％）


